
 

末崎の風土散策 （５１）

～露座仏と西村和泉守について～ その１

泊里にある麟祥寺の露座仏は本堂に向かって右方に鎮座しており、

高さは石コンクリート台 150㎝、蓮台 50㎝、仏像 100㎝で、願文は
下記のように彫刻されている「迷わないで仏道に進むことができま

すようにお導き下さい」という意味と考えられる。

奉為 明道了機信士

天巖妙游信女

荘巖報地次

冀家門巻属

有無両縁三

界万霊尽祠

堂内各々霊

位憑玄功徳

咸出迷衛同

登覚路

寛政 10年午 12中
現住麟祥寺鼈獄 謹建焉

世話人 大船渡村 新沼屋平四郎

江戸神田住 西村和泉守作

この露座仏は寛政 10 年(1798)には本堂左方の墓地登り口辺りに安
置されていたが、昭和 31 年 5 月 17 日(1956)現地に移設している。
(当時の開眼供養の写真が本堂の右欄間に架けてある)刻まれている

世話人の新沼屋平四郎さんは、麟祥寺に敷地を寄進された。

下船渡の屋号「日向」であり、末崎の伝説「寿の松」で知られる

内田の「しも」（新沼）の第１別家と伝えられている。露座仏の鋳造

者は、江戸は神田で全国に広く知られている、鋳造佛「西村和泉守」

である。徳川家康が江戸に開府して以来神田界隅に多くの職人達が

集まってきて、神田の鍛冶町辺りは、鍛冶佛やそれらの金物を扱う

店舗が軒を連ねていたが、その中にあって西村和泉守は、初代が延

宝年間(1673 ～ 1681)の頃より始まり、11 代目は昭和初期まで続い
た老舗の鋳造佛で、日本全国に多くの作品を残している。主な鋳造

品は梵鐘や坐像などの大きなものであるが、その他にも双盤鉦や鰐

口等も多く仏事に用いられる伏鉦などの製品には、殆ど「西村和泉

守作」の銘が刻まれている。（聖）
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ど
な
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で
も
ご
自
由
に
ご
参
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下
さ
い
」

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassaki/

第２６２号

平成２８年９月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


